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前置きと概要 
 
当管理者マニュアルは、ＡＳ/４００上で稼動するＷｉｌＣｏｍｍ Ｓｙｓｔｅｍの管理担当者を対象
としています。当ガイドの項目を理解することにより、管理担当者はＷｉｌＣｏｍｍ Ｓｙｓｔｅｍ
の機能、各ユーザーのＷｉｌＣｏｍｍの使用を管理・制御することが可能となります。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍはＡＳ/４００上で稼動するよう設計されたメッセージングシステムです。多様な情報
伝達サービスにおける各種タイプのメッセージの準備、送信、受信、格納、検索を洗練された、しか
も簡単な使用方法で提供します。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍは次の３つの製品から構成されます。 
  
１． ＡＳ/４００上でのＷｉｌＣｏｍｍソフトウェア 

 
２． ＡＳ/４００にツイナックスケーブルで接続された、またはイーサネットを使用してＬＡＮで接

続されたＷｉｌＣｏｍｍサーバー。このサーバーにはＷｉｌＣｏｍｍの提供者により、お客様
個々のデバイスとやり取りを行うボードがセットアップされます。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍサーバーでは同時に４つまでのデバイスが稼動できます。ＡＳ/４００に接続す
るＷｉｌＣｏｍｍサーバーの数に制限はありません。お客様の要求に合わせ構成の拡張が可能
です。 
 

３． ＷｉｌＣｏｍｍサーバー用のソフトウェア（ＣＤで提供されます） 
 

ＷｉｌＣｏｍｍサーバーはそれに接続されたデバイスとＡＳ/４００との情報のやり取りのイ
ンターフェースを行います。 
 
お客様が必要とされるサービスに基づき、それに合ったサーバーのハードウェア・ボードとソ
フトウエア・モジュールが提供されます。 
 

ＷｉｌＣｏｍｍ製品全体に関するドキュメントも提供されるパッケージの１つです。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍによりサポートされるデバイス、ネットワークは以下のものです。 
 
１． 自動ダイアルモデム： 

＊ 同期ＡＳＣＩＩ 
＊ ２４００、１２００、３００ボー 
＊ 自動回答 
 
通常のネットワーク： 
        格納・転送サービス、メールボックスサービス、他 
         ＊ テレックスゲートウエイ（国内・海外テレックス） 
         ＊ メールボックス機能（ダイアル受信・自動受信） 
 
        ホスト間データ転送．ＡＳ/４００・システム３Ｘ間、ＡＳ/     
        ４００・ＰＣ間 
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２． ダイレクトテレックス接続 
 

＊ コントローラーボックス内のスロットにはめ込まれたテレックスインターフェースボード
経由 

＊ ＲＳ２３２－Ｃシリアルポートでコントローラーボックスに接続されたスタンドアローン
のテレックスインターフェースボックス経由 

 
通常のネットワーク： 
       適用されるサービス： 
              ＊ 国内 
              ＊ 海外 
              ＊ 専用線（半２重、全２重） 
              ＊ テレグラム、ケーブル 
 

３． ＦＡＸ送信 
 

＊ 完全な電子帳票統合機能の提供。バーコード、ロゴ、条件付出力 
 
４． ＡＳ/４００プリンター・ＬＡＮプリンター印刷 
 
   ＊ 完全な電子帳票統合機能の提供。バーコード、ロゴ、条件付出力 
 
５． Ｅ―ｍａｉｌメッセ-ジング 
 

・ ＰＯＰ３メールサーバーとのインターフェース 
・ 完全な電子帳票統合機能の提供。バーコード、ロゴ、条件付出力 
・ ファイルコンバージョンにおけるＡｄｏｂｅ Ａｃｒｏｂａｔの使用 

 
ＷｉｌＣｏｍｍの伝送機能は種々の方法により効率的な時間短縮、コスト削減を実現します。 
 
  ａ． メッセージテキストの作成、変換に要する時間を短縮します。 
 
  ｂ． 国内、海外へのダイアリングを自動的に判別処理します。 
 
  ｃ． ネットワーク上のいかなる問題も明確に処理され、ユーザーに通知されま 
    す。 
 
  ｄ． ラインが送受信中の場合、新たにメッセージが準備され、この数に制限は 
    ありません。 
 
  ｅ． メッセージは回線使用料、または時差に応じて１日の特定時、または夜間 
    に自動的に伝送されます。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍの受信機能は、たんにメッセージの受信、印刷から特定のユーザーに宛てられたメッ
セージに対して一連のタスクを自動的に実行するといったマネージャーとしての機能（例：受信者に
ＡＳ/４００の警告メッセージ送ったり、受信者の個人用プリンターにメッセージを印刷する。）まで
サポートします。 
 
伝送・受信機能は、全メッセージ履歴の監視・記録を行う管理機能、そして送受信メッセージのテキ
スト統合を維持する機密保護機能によりさらに拡張されます。 
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はじめに 
 
ＷｉｌＣｏｍｍソフトウエアのＡＳ/４００へのセットアップに関しては、所定の導入マニュアルが用
意されています 
 
ＷｉｌＣｏｍｍの管理機能にアクセスするためには、“ＧＯ Ｗｉｌｐｌｅｘ”とタイプしエンターし
ます。ＷｉｌＣｏｍｍオペレーターメニューが表示されます。ここでオプションの６０－“アプリケ
ーションコントロールメニュー”を選択しますと、管理者メニューが表示されます。 
 
管理者、コントローラー機能 
 
管理者メニューのオプションによりＷｉｌＣｏｍｍシステムのセットアップ、構成設定を行います。
これらのオプションは、ＷｉｌＣｏｍｍの管理担当者によって行われます。 
 
各ＷｉｌＣｏｍｍの機能は、管理者のユーザー設定によりそれぞれのユーザーに対し使用可、または
使用不可となります。 
 
注記： 選択可否のファンクションの１つとして“ユーザープロファイルメンテナンス”があります。 
    管理者を除き、このオプションの使用権を与えるべきではありません。 
 
管理者以外に“管理者オプション”のアクセス権を与える場合は、WilComm 管理者が対象のオプショ
ンに対し、”ユーザープロファイルメンテナンス”オプションより権限を与えます。 
 
管理者用オプションが以下に表示されています。 
 
WILCOMM                   WILCOMM メッセージシステム                 VSN: 6.50  
                                                                                 
  次の中から１つを選んでください。                                               
    11.  メッセージ・プレフィックス・メンテナンス                                
    12.  ユーザー・プロファイル・メンテナンス                                    
    13.  システム設定メンテナンス                                                
    14.  サービス詳細メンテナンス                                                
    15.  メッセージ・ソースファイル作成                                          
    16.  コントローラー・ユニット照会                                            
    17.  サービス照会                                                            
    18.  モニター開始                                                            
    19.  モニター活動状況照会 (SUBSYSTEM WILPLEX)                                
    20.  モニター停止 (SUBSYSTEM WILPLEX)                                        
    21.  WILPLEX エディター・特別機能メンテナンス                                
    22.  世界時計メンテナンス                                                    
    23.  検索テーブル・メンテナンス                                              
    24.  WILPLEX ファイルの再構成                                                
    25.  ユーザー定義オプション・メンテナンス                                    
  選択項目またはコマンド                                                         
 ===>                                                                            
                                                                                 
 F3= 終了   F4= プロンプト   F9= コマンドの複写   F12= 取消し                    
 F13= 援助情報   F16=AS/400 メイン・メニュー                                     
個々のオプションに関する説明がこのページ以降に説明されています。 
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メニューオプション１１－メッセージ・プレフィックス・メンテナンス 
 
ＷｉｌＣｏｍｍは作成されるすべてのメッセージに名称を割り当てます。名称は、ここで設定される
５桁（アルファベット）までのプレフィックスと５桁のサフィックス（数字）から構成されます。こ
れにより各メッセージの作成元や順序に対して簡単なＩＤが提供されます。 
 
このオプションは、メッセージプレフィックスの作成用に提供されています。メッセージプレフィッ
クス作成時には、数字サフィックスの開始値をセットします。作成後、このプレフィックスを使用す
るユーザーによりメッセージが作成される毎に、サフィックスはシステムによりカウントアップされ
ます。複数のユーザーで同一のプレフィックスを使用することも可能です。 
（例：特定部署の全てのスタッフが同一のプレフィックスを使用する。） 
 
オプション１１選択時、以下のようなスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE               WILCOMM - ﾒｯｾｰｼﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ          8:28PM  0/08/0 
  新規作成には ､ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ を入力      :                                          
   ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ 記述                                                         
   INC    00131  INC                                                            
   KAZ    10018  KAZ TANAKA MESSAGE PREFIX                                      
   MSG    01720  WILPLEX MESSAGES                                               
   NBA    00013  TEST                                                           
   NGO    00012  NAGAO-SAN                                                      
                                                                                
                                                                                
  2= 更新   4= 削除      F3= 終了    F12= 前画面                                
                                                                                
 
新規にプレフィックスを登録、または既存のプレフィックスの更新時、以下のスクリーンが表示され
ます。 
 
 
NISHIBE               WILCOMM - ﾒｯｾｰｼﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ          8:30PM  0/08/01 
                                                                                 
 ﾒｯｾｰｼﾞﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ: KAZ                                                             
                                                                                 
 ﾒｯｾｰｼﾞｻﾌｨｯｸｽ  : 10018                                                           
                                                                                 
 DESCRIPTION:    KAZ TANAKA MESSAGE PREFIX                                       
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 F3= 終了    F12= 前画面                                                         
                                                                                 
 
メッセージサフィックスの開始値は任意の数値ですが、通常“００００１”を設定します。 
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メニューオプション１２－ユーザープロファイル・メンテナンス 
 
ＷｉｌＣｏｍｍの各ユーザーに対しては、ＷｉｌＣｏｍｍの使用を始める前にここでユーザープロフ
ァイルが登録されなければなりません。管理者はこのユーザープロファイルの設定によりＷｉｌＣｏ
ｍｍの機能を各ユーザーの必要性に合わせることが可能です。 
 
オプション１２選択時、以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE               WILCOMM - 登録 ﾕｰｻﾞｰ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ               8:32PM  0/08/01 
  新規 ﾕｰｻﾞｰ 作成には、 ﾕｰｻﾞｰ 名を入力  :                                        
   ﾕｰｻﾞｰ       名称                                    TEL/ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ              
   BVJ                                                                         
   HIRO       HIROSHI MUNETO'S USER PROFILE                                    
   KAZ        KAZ, 田中和弘                                                    
   KISS       KISS                                                             
   NABA       NABA                                                             
   NAGAO      NAGAO-SAN OF ILS                                                 
   NISHIBE    JU NISHIBE                                                       
   QSECOFR    QSECOFR, 機密保護管理者                                          
   TEST                                                                        
   WILPLEX    WILPLEX                                                          
   WILTEST                                                                     
                                                                                               
  1= 全て     2= 更新     3= 複写            4= 削除     5=ｵｰﾅｰｱｸｾｽ              
  6= 権限認可機能         7=ﾒﾆｭｰ 制御      9= 保留       0= 開放                 
  F3= 終了    F8=ﾕｰｻﾞｰ ｱﾄﾞﾚｽ ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ            F12= 前画面             
                                                                                 
 
 
新規にユーザーを登録する 
 
１． オプション３により既存のユーザーより設定をコピーします。あるいは 
２． スクリーン上部の入力項目に新規ユーザーのプロファイルを入力しエンターします。システ
ムは“登録ユーザー・メンテナンス”各スクリーンを順番に表示します。AS/４００上に存在す
るプロファイルのみＷｉｌＣｏｍｍで登録可能であることに注意して下さい。ＡＳ/４００上に
存在しないプロファイルはエラーとなります。 

 
注意：新規ユーザー登録を２つの初期スクリーンで終了した後、残ったオプション（５＝アクセ
ス権限、６＝ファンクション権限、７＝メニュー制御）に関しての登録を忘れずに行ってくださ
い。登録が行われなかった場合、そのユーザーに対し各オプションの省略時値が適用されます。 
注意：新規ユーザー登録をする際、名称は以下の通りに入力します。（メール使用の場合のみ） 
   Ｅメールのユーザー名（＠マークの前）＋カンマ＋任意入力 
   ｅｘ．メールアドレス：ｗｉｌｃｏｍｍ＠ｋｉｓｓ２１．ｃｏ．ｊｐ 
      名称：ＷＩＬＣＯＭＭ，ウィルコムユーザー 
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ユーザープロファイル・メンテナンスのオプションの要約 
 
１＝全て                    ユーザープロファイルの前に“１”を入力すると、オプション２、５、 
              ６、７の各オプションが順々に行われます。 
 
２＝更新               登録済みプロファイルを２つの初期スクリーンにおいて更新します。 
３＝複写                   登録済みプロファイルの前に“３”と入力することにより、その設定 
              をコピーします。 
 
４＝削除                 登録済みプロファイルの前に“４”と入力することにより、その設定 
              が削除されます。 
 
５＝オーナーアクセス     他のユーザーに所有されるメッセージに対するアクセス権を定義する 
              には、プロファイルの前に“５”と入力します。 
 
６＝権限認可機能           プロファイルの前に“６”と入力しエンターすることにより、Ｗｉｌ 
              Ｃｏｍｍファンクションの使用をそのユーザーに許可します。 

 
７＝メニュー制御       プロファイルの前に“７”と入力しエンターすると、ＷｉｌＣｏｍｍ 
              で使用可能なメニューオプションのリストが表示されます。このスク 
              リーンからユーザーにその使用を許可するオプションを選択します。 
    
９＝保留                  プロファイルの前に“９”と入力することにより、一時的にそのユー 
              ザーがＷｉｌＣｏｍｍ使用できないようにします。プロファイルの電 
              話番号右前に“保留”と表示されます。 
 
０＝開放                保留されたユーザーのＷｉｌＣｏｍｍの再使用を許可します。 
 
ユーザープロファイル・メンテナンススクリーンの説明 
 
ユーザープロファイルオプション１＝全て 
 
このオプションは全てのメンテナンスオプションの設定を表示・更新するときに便利です。プロファ
イルの前に“１”の入力しエンターすると、オプション２、５、６、７の設定スクリーンが順々に表
示されます。 
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ユーザープロファイルオプション２＝更新 
 
ユーザープロファイルの新規登録、既存プロファイルの更新時、以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE             WILCOMM -  登録 ﾕｰｻﾞｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ                 8:42PM  0/08/01 
                                                                           +++   
 ﾕｰｻﾞｰ NISHIBE    ﾕｰｻﾞｰ 名   : JU NISHIBE                                        
                                                                                 
 TEL/ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ                :                                                   
                                                                                 
 WILCOMM 新規 ﾒｯｾｰｼﾞ 作成時の ﾌﾟﾘﾌｨｸｽ  :  MSG          (*-ﾌﾟﾘﾌｨｸｽ 選択 ﾘｽﾄ     ) 
                                                                                 
 WILCOMM ﾒｯｾｰｼﾞ での使用 ｴﾃﾞｨﾀｰ    :                                              
   WILCOMM ｴﾃﾞｨﾀｰ  .......................... W                                  
   OFFICE/400 ｴﾃﾞｨﾀｰ  ....................... O                                  
   ﾃｷｽﾄ ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ ｴﾃﾞｨﾀｰ    .................. T                                  
   ｿｰｽ ｴﾝﾄﾘｰ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ     .................... S   S                              
                                                                                 
  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ    :            WPXMSG          書き換え認可      (Y/N):    N  
    ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ:                        WILPLEXCHG                                   
  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ｵｰｻｰ   :                 QSECOFR         書き換え認可      (Y/N): Y     
  内部送信時の ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾕｰｻﾞｰ :                      書き換え認可      (Y/N): Y     
  ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ  :              *ALL            書き換え認可      (Y/N): Y     
  会社番号 ｷｰ                                                                    
  ﾒｯｾｰｼﾞ 待行列 :                 NISHIBE                                        
    ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ:                        QUSRSYS                                      
                                                                            
 
 
これらの値を設定後エンターすると２つの初期スクリーンの第２スクリーンが表示されます。 
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以下がこの第２スクリーンです。 
 
 
NISHIBE             WILCOMM -  登録 ﾕｰｻﾞｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ                 8:43PM  0/08/01 
                                                                                 
 ﾕｰｻﾞｰ NISHIBE    ﾕｰｻﾞｰ 名   : JU NISHIBE                                        
                                                                                 
 ﾈｯﾄﾜｰｸ 送信時の最大 ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨ  (LOW 0 TO HIGH 5):  0                             
                                                                                 
 ﾒｯｾｰｼﾞ の印刷時に使用する OVRPRTF ｺﾏﾝﾄﾞ の ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 設定 :                       
 OVRPRTF FILE(WPLEXPRT) +                                                        
                                                                                 
                                                                                 
  新規 ﾒｯｾｰｼﾞﾃｷｽﾄ 作成時に使用する ｽｹﾙﾄﾝ ｿｰｽ ﾒﾝﾊﾞｰ 名    :                       
   ﾒﾝﾊﾞｰ      :                                                                  
   ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ   :             ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ:                                             
                                                                                 
 ｴﾃﾞｨﾀｰ 終了後、緊急 ﾒｯｾｰｼﾞ 作成時 ｱｸｼｮﾝ の設定 :                                
    題名、 ﾉｰﾄﾊﾟｯﾄﾞ 、 ｵｰｻｰ 、 ｷｰﾜｰﾄﾞ 指定用の ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ.. S                       
   ｱﾄﾞﾚｽ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ の表示 ................................ A                       
   ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ( 内部送信詳細 ) 表示     .................... I  S                    
                                                                                 
  機密保護のための ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ     :                                                 
  ｸﾞﾙｰﾌﾟｾｷｭﾘﾃｨ 用 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ      :            ( 同一 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾕｰｻﾞｰ で共用されます )  
                                                                                 
 WILCOMM ｴﾃﾞｨﾀｰ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ｷｰｽﾄﾛｰｸ ｻｰﾊﾞｰ    :             TABS:                      
                                                                                 
 
 
以下に“登録ユーザー・メンテナンス”スクリーンの各項目の使用目的を説明します。 
 
ユーザー名           ユーザーの記述を登録します。ＡＳ/４００に設定されているプロファ 
             イルの記述が省略時値となります。通常ユーザー名をフルネームで登録 
             します。 
 
ＴＥＬ/エクステンション    ユーザーの電話番号を登録します。オプション－参照のみです。 
 
使用エディター        メッセージ作成・編集にどのエディターを使用するかを選択します。 
 
デフォルトソースファイル   ユーザーのメッセージが保存される物理ソースファイルを指定します。 
             “書き換え認可”はＹｅｓかＮｏを指定します。Ｙｅｓを指定した場合、 
              新規メッセージが作成される都度省略値を承認・変更するかどうかの 
              プロンプトが表示されます。 
 
デフォルトオーサー       メッセージの権利者として記録されるプロファイルです。省略時値は 
              作成されるプロファイルと等しい値です。“書き換え認可”は通常Ｎ 
              ｏと指定します。 
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内部送信時デフォルトユーザー 
              内部メッセージが送信されるユーザーを指定します。通常ブランクの 
              ままです。“書き換え認可”は通常Ｙｅｓとします。 
 
デフォルトディレクトリー  使用者により通常使用されるディレクトリーを指定します。“書き換 
              え認可”は通常Ｙｅｓとします。 
 
メッセージ待ち行列          使用するメッセージキューとそのライブラリーを指定します。 
 

――――― 第２スクリーン ――――― 
 
ネットワーク送信時の最大プライオリティー 
                メッセージ送信時このユーザーに許される最高の優先優先順位値を 
               指定します。０が最低、５が最高の優先順位値です。 
 
ＯＶＲＰＲＴＦコマンド    このユーザーのメッセージの印刷出力を制御するために使用されま 
               す。通常この項目に設定される値は：ＯＵＴＱ（ＱＧＰＬ/ＱＰＲ 
               ＩＮＴ）です。この値はオプションです。 ＯＵＴＱのライブラリ 
               ー名の指定は必須となります。 
 
スケルトンソースメンバー   新規に作成されるメッセージのスケルトンとして使用されるテキス 
               トが保存されているメンバー名、ソースファイル、ライブラリー名 
               を設定します。（この設定はオプションです。）このユーザーが最初 
               にメッセージを作成する時、このスケルトンメンバーよりテキスト 
               が自動的にメッセージに挿入され、編集可能となります。この機能 
               はサポートされる４つのエディター全てで有効です。 
 
ＷｉｌＣｏｍｍ エディター    “キーストロークセイバー”名、“タブセット”名を指定します。ユ 
               ーザーがＷｉｌＣｏｍｍのエディターを開始した時自動的この設定 
               が使用されます。 
 
ユーザープロファイルオプション３＝複写 
 
既存のプロファイルの前に“３”と入力し、エンターするとコピーのためのプロンプトスクリーンが
表示されます。コピーによりプロファイル設定の全詳細、アクセス権、ファンクション使用権、メニ
ューオプションが複写設定されます。基準値となるプロファイルを基にして、多くのプロファイルを
登録する時に便利です。 
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オプション３選択時、以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE                  WILCOMM - ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 複写               9:17AM   0/08/02  
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                ｺﾋﾟｰ 元 ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ     NISHIBE      先                              
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 F3= 終了    F12= 前画面                                                         
                                                                                 
                                                                                 
 
 
ＡＳ/４００上に存在する新規のプロファイルを入力し、エンターすることによりコピー元から先のユ
ーザープロファイルへ全ての設定がコピーされます。その後、記述や使用エディター、必要に応じ詳
細の設定を変更します。 
 
ユーザープロファイルオプション４＝削除 
 
プロファイルの前に“４”と入力し、エンターすることでＷｉｌＣｏｍｍよりその設定が削除されま
す。 
 
ユーザープロファイルオプション５＝オーナーアクセス 
 
ＷｉｌＣｏｍｍ内では全メッセージがユーザーにより所有されます。誰がどのメッセージにアクセス
するかが厳しく管理されます。 
 
この“アクセス権”オプションにより、管理者はどのメッセージを誰が参照するかを定義します。 
 
登録ユーザーメンテナンススクリーンのプロファイルの前に“５”と入力し、エンターすると以下の
スクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE            WILCOMM - 所有権限 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                    9:20AM  0/08/0 
 ﾕｰｻﾞｰｱｸｾｽ の ｵｰﾅｰ     NISHIBE     全 ﾕｰｻﾞｰ なら *ALL を入力          : *ALL    
   ﾕｰｻﾞｰ       記述                                    TEL                      
   BVJ                                                                       
   HIRO       HIROSHI MUNETO'S USER PROFILE                                  
   KAZ        KAZ, 田中和弘                                                  
   KISS       KISS                                                           
   NABA       NABA                                                           
   WILPLEX    WILPLEX                                                        
                                                                                
 1- 権限認可        *BLANK- 権限取消       F11= 全権限取消                      
 F3= 終了   F12= 前画面                                                         
                                                                                
 
 
他のユーザーに所有されるメッセージへのアクセス権が与えられます。 
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特定ユーザーのメッセージへのアクセス 
 
設定中のユーザーのアクセスを可能としたいユーザーの前に“１”と入力し、エンターします。ここ
で入力した“１”は再度このスクリーンを表示させた時、アクセスを許すユーザーを示すためにスク
リーン上に再び表示されます。アクセス権を取り除くためには、ここで“１”をスペースに入力し直
します。 
 
現在“１”と指定されている全てのユーザーに対するアクセス権を取り除くためには、Ｆ１１キーを
使用します。Ｆ１１キーを使用する時には、スクリーンをスクロールして全ての“１”指定を表示、
確認を行ってください。 
 
全ユーザーのメッセージへのアクセス 
 
設定中のユーザーに他の全てのユーザーのメッセージへのアクセス権を与える場合、スクリーン上部
の入力項目に“＊ＡＬＬ“と入力します。ここで設定した”＊ＡＬＬ“はこのスクリーンを再度呼び
出した時、そのまま表示されます。この場合ユーザーの前には”１“と表示されないことに注意して
ください。全ユーザーへのアクセス権を取り消すためにはＦ１１キーを押します。 
 
ユーザープロファイルオプション６＝権限認可機能 
 
このオプションにより各ユーザーに対し、ＷｉｌＣｏｍｍのどのオプションを使用可能にするかを設
定します。設定中のユーザーが所有するメッセージ、そして他のユーザーに所有されるメッセージに
対し別々に権限の設定が可能です。 
 
権限を与える各ファンクションの前に“Ｙ”と入力します。ユーザーがファンクションを実行できな
いようにするにはこれをブランクのままとします。スクリーン上の３つのファンクションに対しては、
“V”（表示のみ）、“D”（ディレクトリーアクセスのみ）といった制限されたアクセス権を与えられま
す。 
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登録ユーザーメンテナンスにおいてユーザー名の前に“６”と入力すると、以下のスクリーンが表示
されます。 
 
 
NISHIBE                WILCOMM -  機能認可                      9:28AM  0/08/02 
                                                                                 
 ﾕｰｻﾞｰ NISHIBE       名称    : JUN NISHIBE                                       
                                                                                 
 ﾒｯｾｰｼﾞ に適用される機能                             認可                        
                                                                                 
                                             当 ﾕｰｻﾞｰ         他 ﾕｰｻﾞｰ           
                                            所有 ﾒｯｾｰｼﾞ      所有 ﾒｯｾｰｼﾞ         
                                                             ｱｸｾｽ 可能           
                                                                                 
          作成 :                                  Y                              
          ﾒｯｾｰｼﾞﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｾｷｭﾘﾃｨ の変更  :                                          
          編集／表示   (V = 表示のみ ):           Y                 V            
          変更 :                                  Y                              
          ｱﾄﾞﾚｽ   (D = ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ ｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ ﾉﾐ  ):  Y                              
          ﾈｯﾄﾜｰｸ 送信 ( 保留／開放含む ):         Y                              
          内部送信 :                              Y                              
          複写 :                                  Y                              
          削除 :                                  Y                              
          受信回送／表示 (V = 表示のみ ):         Y                 Y            
                                                                                 
                                       (ﾌﾞﾗﾝｸ =  非認可 / Y =  認可 )            
 F3= 終了   F12= 前画面                                                          
                                                                                 
 
 
上のスクリーンは新規ユーザー登録時の各項目の省略時値を示しています。これらは単に省略時値で
あり、変更・更新が可能です。 
 
注記：  他のユーザーの所有するメッセージへのアクセス権は、そのメッセージの所有者により制限
されます。この制限は登録ユーザーメンテナンススクリーンにおけるオプション５で行われます。 
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ユーザープロファイルオプション７＝メニューコントロール 
 
ＷｉｌＣＯｍｍでは、各ユーザーに対してそれぞれ個別のメニューを設定可能です。ユーザーの前に
“７”と入力し、エンターすると以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE               WILCOMM - ﾒﾆｭｰ 制御                     9:31AM   0/08/02 
 ﾕｰｻﾞｰ 名             : NISHIBE                                                 
                                                                                
         ﾒﾆｭｰ ｵﾌﾟｼｮﾝ 記述                                                       
       1  新規メッセージの作成                                                  
       1  メッセージ・リストの表示                                              
       1  ディレクトリー照会                                                    
       1  ディレクトリー・メンテナンス                                          
       1  WILPLEX ユーザーへの AS/400 メッセージ送信                            
       1  世界時計                                                              
       1  クイック・メッセージ表示                                              
       1  メッセージ・プレフィックス・メンテナンス                              
       1  ユーザー・プロファイル・メンテナンス                                  
       1  システム設定メンテナンス                                              
       1  サービス詳細メンテナンス                                              
       1  メッセージ・ソースファイル作成                                        
       1  コントローラー・ユニット照会                                          
       1  サービス照会                                                          
       1  モニター開始                                                          
       1  モニター活動状況照会 (SUBSYSTEM WILPLEX)                            + 
                                                                                
 1=ﾒﾆｭｰｵﾌﾟｼｮﾝ 選択        F3= 終了    F11=ﾌｫｰﾙﾄﾞ  F12= 前画面                   
                                                                                
 
 
改ページキーを使用すると、メニューオプションの次ページ分が表示されます。 
 
 
NISHIBE               WILCOMM - ﾒﾆｭｰ 制御                     9:31AM   0/08/02 
 ﾕｰｻﾞｰ 名             : NISHIBE                                                 
                                                                                
         ﾒﾆｭｰ ｵﾌﾟｼｮﾝ 記述                                                       
       1  モニター停止 (SUBSYSTEM WILPLEX)                                      
       1  WILPLEX エディター・特別機能メンテナンス                              
       1  世界時計メンテナンス                                                  
       1  検索テーブル・メンテナンス                                            
       1  WILPLEX ファイルの再構成                                              
       1  ユーザー定義オプション・メンテナンス                                  
                                                                                
                                                                                
 1=ﾒﾆｭｰｵﾌﾟｼｮﾝ 選択        F3= 終了    F11=ﾌｫｰﾙﾄﾞ  F12= 前画面                   
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設定中のユーザーにメニューオプションの使用権を与えるには、その前に“１”と入力します。この
ユーザーがサインオンした時、ここで設定したメニューオプションのみがスクリーン上に表示されま



 
 
す。 
 
この個別設定可能なメニュー機能は、ＷｉｌＣｏｍｍの重要機能に対するアクセスへの簡易的な制限
を可能とします。例：通常、管理者はオプション１２－“ユーザープロファイル・メンテナンス”の
使用権を他のユーザーへは与えません。 
 
ファンクションを制限したメニューのサンプル 
 
ユーザーがオプション１、２、５、６に対してのみ使用権限を所有する場合、サインオン時のメニュ
ーは以下のようになります。 
 
 
WILCOMM                   WILCOMM メッセージシステム                 VSN: 6.50 
                                                                                
  次の中から１つを選んでください。                                              
                                                                                
     1.  新規メッセージの作成                                                   
     2.  メッセージ・リストの表示                                               
     5.  WILPLEX ユーザーへの AS/400 メッセージ送信                             
     6.  世界時計                                                               
                                                                                
  選択項目またはコマンド                                                        
 ===>                                                                           
                                                                                
 F3= 終了   F4= プロンプト   F9= コマンドの複写   F12= 取消し                   
 F13= 援助情報   F16=AS/400 メイン・メニュー                                    
                                                                                
 
ユーザープロファイルオプション９＝保留 
 
ユーザーの前に“９”と入力し、エンターすることによりそのユーザーがＷｉｌＣｏｍｍを使用でき
ないようにします。“ＧＯ ＷＩＬＣＯＭＭ”のコマンドを実行してもエラーとなります。 
 
ユーザープロファイルオプション０＝開放 
 
“ＨＯＬＤ”されたユーザーの前に“０”と入力し、エンターすることでそのユーザーのＷＩＬＣｏ
ｍｍの使用を再度可能にします。 
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メニューオプション１３－システム設定メンテナンス 
 
システム値はＷｉｌＣｏｍｍ使用開始時に設定されなければならないグローバルパラメーターです。
このオプション選択時、以下のスクリーンが表示されます。 
 
NISHIBE                 WILCOMM ｼｽﾃﾑ 設定 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                        0/08/0 
                                                                           +++  
 WILCOMM ｼｽﾃﾑ 用 ﾒｯｾｰｼﾞ 行列       ﾒｯｾｰｼﾞ                                       
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列  :                    WILPLEX                                   
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ  :              WILPLEX                                 
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列  :                                                              
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ  :                                                      
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列  :                                                              
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ  :                                                      
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列  :                                                              
    ﾒｯｾｰｼﾞ 行列 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ  :                                                      
                                                                                
  新規受信 ｻｰﾋﾞｽ の際の初期値                                                   
    ｿｰｽﾌｧｲﾙ    :         WPXMSG                                             
    ｿｰｽﾌｧｲﾙ ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ    :   WILPLEXCHG                                           
    ｵｰﾅｰ :               QSECOFR                                                
    ﾒｯｾｰｼﾞﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ:      MSG                                                    
 ﾈｯﾄﾜｰｸ 送信用の ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ                                                        
     定刻 ﾒｯｾｰｼﾞ 送信のための時間 ﾚﾝｼﾞ            : FROM 18:00  TO   6:00       
                                                        (HH:MM, 24 時間時制  )  
     後刻 ﾒｯｾｰｼﾞ 送信のための標準待ち時間      :          0:30 (HH:MM)          
                                                                                
 F3= 終了    F12= 前画面                                                        
                                                                                
 
 
このスクリーンでエンターするとシステム値設定用の第２スクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE                 WILCOMM ｼｽﾃﾑ 設定 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                        0/08/02 
                                                                           +++   
  世界時計における ﾛｰｶﾙ 時間設定の基本となる都市名                :              
                                                          JAPAN                  
  自動開始される検索 ﾃｰﾌﾞﾙ                :                                      
      受信時 :     TEST2                                                         
      配信時 :                                                                   
      中止時 :     CANCEL                                                        
                                                                                 
F3= 終了    F12= 前画面                                                         
                                                                                 
 
 
スクリーン上の項目の設定に必要な情報は以下に説明してあります。 
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ＷｉｌＣｏｍｍシステム用メッセージ行列 
 
これらのメッセージキューには、ＷｉｌＣｏｍｍの使用に関する特定の情報、そしてエラーメッセー
ジが送られます。通常、ＱＳＹＳＯＰＲまたは、上位管理者のキューにメッセージが送られます。メ
ッセージはここで設定した４つまでのキューそれぞれに対して送られます。 
 
新規受信サービスの際の期値 
 
のちに新しいタイプのネットワークサービスがＣ－Ｂｏｘに追加される場合、ＷｉｌＣｏｍｍのホス
トシステムはこの新たなラインに関するメッセージをどのように処理するかを認識する必要がありま
す。そこで、このサービスに対する特定値が提供されるまで、ここで設定された省略時値を使用する
ことになります。 
 
ソースファイル                    受信メッセージが保存されるソースファイルを定義します。 
 
ソースファイルライブラリー      上記ソースファイルが存在するライブラリーを定義します。 
 
オーナー                           このサービスで受信されたメッセージの省略時の所有者を定 
                  義します。通常メッセージ管理者が登録されます。 
 
メッセージプレフィックス            受信したメッセージに割り当てられるプレフィックスを定 
                   義します。 
 
ネットワーク送信用のパラメーター 
 
定刻指定のメッセージを何時に送信するかを設定します。後刻指定に対しては何分後といった省略時
値を設定します。 
 
 
 
都市名 
 
ＷｉｌＣｏｍｍ世界時計機能を使用するために、使用者がどこに位置するかを設定します。使用者の
タイムゾーンを基準に世界各国の時間が決定されます。使用者の都市名、また同一タイムゾーンの都
市に関しては、当マニュアルの世界時計の章を参照して下さい。 
 
自動開始される検索テーブル 
 
受信、送信、中止メッセージ個々に適用される主要（１番目の）検索テーブルの名称を入力します。
適用させたい追加の検索テーブルがある場合、それらは１番目の検索テーブルより、“＄”アクション
コードを使用して呼び出されます。 
 
受信、送信、中止メッセージに対して検索を行いたくない場合は、個々のパラメーターをブランクの
ままにしておくことが必要です。こうすることによってＷｉｌＣｏｍｍが、不必要な検索処理を行わ
ないようにします。 
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メニューオプション１４－サービス詳細メンテナンス 
 
サービス詳細の設定において特定のサービスを経由して受信したメッセージをどのように処理するか
を定義します。 
 

 

NISHIBE          WILCOMM - ｻｰﾋﾞｽ 詳細 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                   10:14AM  0/08/02 
                                     ｿｰｽﾌｧｲﾙ     ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ   ｵｰﾅｰ      ﾌﾟﾘﾌｨｸｽ     
                    新規 ｻｰﾋﾞｽ     : WPXMSG     WILPLEXCHG QSECOFR    MSG        
   ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 及び名称                                                            
   WM DISTRIBUTOR SERVICE            MESSAGES   WILPLEXD   QSECOFR    INC        
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 2= 更新    5= 表示       F3= 終了   F5=ﾘﾌﾚｯｼｭ    F12= 前画面                    
                                                                                 

 

表示・更新モードでサービスを選択すると以下のようなスクリーンが表示されます。 
 

NISHIBE          WILCOMM - ｻｰﾋﾞｽ 詳細 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                   10:15AM  0/08/02 
                                                                                 
 ｻｰﾋﾞｽ  : WM E-MAIL - THE "WILMAIL" SERVICE          VIA WILCOMM                 
                                                                                 
  受信時                                                                         
   ｿｰｽﾌｧｲﾙ    :         MESSAGES                                                 
     ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ:             WILPLEXD                                               
   ｵｰﾅｰ :               QSECOFR                                                  
   ﾒｯｾｰｼﾞﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ:      INC                                                      
                                                                                 
 ﾒｯｾｰｼﾞ 印刷機能                                                                 
   ﾒｯｾｰｼﾞ 印刷をしない ................. ﾌﾞﾗﾝｸ                                   
   ﾃｷｽﾄ 印刷のみ ......................... 1                                     
   ﾃｷｽﾄ 及び ﾍｯﾀﾞ- 印刷 .................. 2                                     
   ﾃｷｽﾄ 及び ｼｽﾃﾑ 詳細の印刷 ............. 3    受信   :                         
                                                送信   :                         
 ｵｰﾊﾞｰﾌﾟﾘﾝﾄﾌｧｲﾙ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ                                                          
    受信   :  OVRPTRF FILE(WPLEXPRT)                                             
                                                                                 
    送信   : OVRPRTF FILE(WPLEXPRT)                                              
                                                                                 
  F3= 終了   F12= 前画面                                                         
                                                                                 

 

上記スクリーンにおいて受信メッセージの保管・所有権に関する定義を行います。 
 

また、受信・送信メッセージをどのプリンターに印刷出力するのかに関しての詳細を定義します。 
 

注記：   所有者の項目にスペシャル値”＊ＣＢＯＸ”を指定した場合、各受信メッセージはＣ－Ｂ  
      ＯＸにより決定されます。詳細に関しては、Ｃ－ＢＯＸユーザーマニュアルを参照して 
      ください。 
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メニューオプション１５－メッセージソースファイル作成 
 

ＷｉｌＣｏｍｍのメッセージは通常、物理ソースファイルのメンバーとして保管されます。このオプ
ションはメッセージを保管するソースファイルを作成するために提供されています。必要であれば、
各ユーザーに対して個別のメッセージ保管用ファイルを作成できます。 
 

 

                        ソース物理ファイル作成  (CRTSRCPF)                       
                                                                                 
  選択項目を入力して，実行キーを押してください。                                 
                                                                                 
  ファイル  . . . . . . . . . . .                  名前                          
    ライブラリー  . . . . . . . .     *CURLIB      名前 , *CURLIB                
  レコード長  . . . . . . . . . . > 210            数値                          
  テキスト ' 記述 ' . . . . . . . > 'WILCOMM MESSAGES'                           
                                                                                 
                                                                                 
                   追加のパラメーター                                            
                                                                                 
  権限  . . . . . . . . . . . . . > *ALL           名前 , *LIBCRTAUT, *ALL...    
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                         終り    
 F3= 終了    F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ   F5= 最新表示    F12= 取消し    F13= この画面の使用法   
 F24= キーの続き                                                                 
                                                                                 
 

 

作成したいファイル名、ファイルが作成されるライブラリー名を指定します。テキスト記述には、の
ファイルに保管される内容を示す記述を入力します。 
 
レコード長は省略時値として８１桁で、始めの１２桁はＷｉｌＣｏｍｍにより内部的に使用され、残
り６９桁がデータテキストとして使用されます。ネットワークによってはデータ長が６９桁までしか
サポートされないため、８１桁が推奨値となっています。データ長が６９桁しかサポートされないネ
ットワークとしてｔｅｌｅｘがあります。 
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メニューオプション１６－コントローラーユニット照会 
 

このコントローラーユニットの照会機能により”Ｃ－Ｂｏｘ”と呼ばれるコントローラーユニットに関
する情報が確認できます。 
 

NISHIBE             WILCOMM -  制御 ﾕﾆｯﾄ  照会                 10:26AM  0/08/02 
   ｺﾝﾄﾛｰﾗｰｺｰﾄﾞ 及び名称               最終開始日・時      ｼﾞｮﾌﾞ                  
 2 Z W ｹﾂ C ﾅﾃﾃ                           2/02/98 17:41:08    WP105      ACTIVE     
                                                                                 
                                                                                 
4=ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ   5= 表示       F3= 終了  F5=ﾘﾌﾚｯｼｭ   F11=ﾌｫｰﾙﾄﾞ   F12= 前画面       
                                                                                 

 

 

 

コントローラーコードと名称は単にＣ－Ｂｏｘの記述です。たいていのシステムはＣ－Ｂｏｘを１つ
だけ備えています。２つ以上のＣ－Ｂｏｘが存在する場合、この記述によりそれぞれを判別します。 
 

Ｆ１１＝フォール度キーによりプリンターの情報が表示されます。この情報はＣ－Ｂｏｘに直接プリ
ンターが接続されている場合に有効となります。通常 C－Box には、プリンターは接続されていません
が、メッセージの履歴管理のために接続されているケースがあります。プリンターはＡＳ/４００用の
プリンターではなく、Ｃ－Ｂｏｘに直接接続されているＰＣ用プリンターです。 
 

開始日・時刻はＣ－Ｂｏｘの最終開始日及び時刻です。ジョブ№はＣ－Ｂｏｘが最後に開始されたと
きに割り当てられたものです。 
 

５＝表示－コントローラーユニットの状況表示 
 

コントローラー名の前に“５”と入力しエンターすることにより、システムは１２のオプションから
なるジョブメニューを表示します。各オプションによりＣ－Ｂｏｘとのインターフェースを行うジョ
ブに関しての種々の情報が参照されます。 
 

４＝シャットダウン － Ｃ－Ｂｏｘの終了 
 

コントローラーコードの前に“４”と入力し、エンターすることによりＣ－Ｂｏｘが終了します。こ
の処理はジョブの取り消しに等しく、正常にＣ－Ｂｏｘが終了します。処理中の受信・送信メッセー
ジは、Ｃ－Ｂｏｘの終了前に処理されます。 
 

またＣ－Ｂｏｘは、当管理者マニュアルの後半で説明されているメニューオプションより、”WilComm”
サブシステムを終了することにより処理が停止します。この方法、または”ENDSBS”コマンドを手入力
してＣ－Ｂｏｘを終了する場合、”*immed”オプションではなく、必ず”*cntrld”を使用して下さい。 
 

ＷＰＴＲＭＤＲＶコマンドもＣ－Ｂｏｘを停止する時に使用されますが、この使用法に関してはプロ
グラマーズガイドを参照して下さい。 
 

注記：   Ｃ－Ｂｏｘを緊急に停止する必要性がある時は、たんに電源を切ることもできますが、 
      この場合は必ずメッセージが受信中ではないことを確認して下さい。メッセージが送信 
      中であった場合は、Ｃ－Ｂｏｘを再度開始した時にＷｉｌＣｏｍｍが自動的に再送信を 
      行います。 
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メニューオプション１７－サービスの照会 
 
サービス照会機能により、ＷｉｌＣｏｍｍのＣ－Ｂｏｘがサポートする種々のサービスを照会するこ
とができます。これらのサービスの詳細を変更する場合、Ｃ－Ｂｏｘの構成プログラムによりＣ－Ｂ
ｏｘ実行時に使用するディスケットを変更する必要があります。この分野に関しては、Ｃ－Ｂｏｘユ
ーザーマニュアルを参照して下さい。 
 
照会スクリーンには、お客様の注文に応じＷｉｌＣｏｍｍのサプライヤーより提供されたサービスの
みが表示されます。このため以下に示されるスクリーンは、各お客様サイト毎に異なります。 
サービスとは、個々のネットワークにおける特定の機能です。多くのネットワークでは複数のサービ
スが機能しています。ＷｉｌＣｏｍｍは、複数のネットワークにおいて複数のサービスを同時にサポ
ートします。 
 
ネットワークの例としては、ファックス、テレックス, Vitel, GE’s, Quik-Comm, Easylink, Dialcom, 
Telemail, TRT, 他があります。テレックスネットワークにおけるサービスの例としては、インターナ
ショナルテレックスがあります。 
 
ネットワーク個々の詳細な情報に関しては、ＷｉｌＣｏｍｍドキュメントのネットワークサービスマ
ニュアルを参照して下さい。 
 
サービスの照会オプションを選択すると以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE                   WILCOMM - ｻｰﾋﾞｽ 照会                 10:32AM  0/08/02 
   ｻｰﾋﾞｽ･ｺｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞｽ 名称                   ｻｰﾋﾞｽ･ｺｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞｽ 名称                 
   WD  DISTRIBUTOR SERVICE                                                       
   WF  FAX - THE "WILFAX" SERVICE                                                
   WM  E-MAIL - THE "WILMAIL" SERVICE                                            
   WP  PRINT - THE "WILPRINT" SERVICE                                            
                                                                                 
                                                                                 
 1=ｻｰﾋﾞｽ･ﾃﾞｰﾀ      F3= 終了    F5= 再表示      F12= 前画面                       
                                                                                 
 
 
要求するサービスの前に”1”入力し、エンターします。 
 
エンター後、次ページにあるようなスクリーンが表示されます。 
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以下がサービス照会スクリーンです。 
 
 
NISHIBE                   WILCOMM - ｻｰﾋﾞｽ 照会                 10:36AM  0/08/02 
 ｻｰﾋﾞｽ ｺｰﾄﾞ  :          WD                                                       
  第一記述          :   DISTRIBUTOR SERVICE                                      
  第二記述          :           VIA WILCOMM                                      
 ﾒｯｾｰｼﾞ 送付の日付                 ﾒｯｾｰｼﾞ 送付の時刻                             
 ﾒｯｾｰｼﾞ 番号は ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ から生成されます       ( 日付が変わると ﾘｾｯﾄ される )    
    予約語          置換語                                                     
  1                                                                              
  2                                                                              
  3                                                                              
  4                                                                              
  5                                                                              
    ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 名称                    T M/O MIN. MAX. ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 値                    
  1  入力不要  実行キーを打鍵 ....  A  O    0    1                               
                                                                                 
                                                                                 
 F3= 終了    F11= 入力可能値の表示               F5=ﾘﾌﾚｯｼｭ    F12= 前画面        
 
 
上のスクリーン上の全ての値は、Ｃ－Ｂｏｘが立ち上げられた時、Ｃ－Ｂｏｘソフトウェアによって
定義され、ＡＳ/４００にアップロードされます。必要であればこれらの値は、Ｃ－Ｂｏｘの構成メニ
ューより変更可能です。詳細については、Ｃ－Ｂｏｘユーザーマニュアルを参照して下さい。 
 
予約語と置換文字 
 
このサービスで送信される全メッセージに関して、ここに示される予約語が検索されます。このどれ
かが検索された場合、このテーブルにより置換文字に変換されます。こういった変換が必要とされる
理由は、ネットワークにおいて特定の語句は命令として捉えられ、テキストデータに内包して送信さ
れてしまうと正しい処理が行われない可能性があるからです。 
 
パラメーター 
 
このサービスコードで使用されるパラメーターです。このサービスでメッセージを正しく処理するた
めに、その詳細をここで定義します。次に、上記スクリーンで示されている省略表示された見出しに
関して説明します。 
 
   名称           記述、入力可能値 
 
      T               タイプ；ＡかＮ（英字ｏｒ数字） 
      M/O      ＭかＯ（必須ｏｒオプション） 
      Min      許容される最小長 
      Max      許容される最大長 
      Default Value  省略時値の適用。許容値のリストがサポートされています。 
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受信メッセージの詳細 
 
受信メッセージは以下の情報を基に処理されます。 
 
ソースファイル               メッセージが保存されるソースファイルです。 
 
ソースファイルライブラリー     上記ソースファイルが存在するライブラリーです。 
 
オーナー                   メッセージの所有者です。 
 
メッセージプレフィックス       メッセージに割り当てられるプレフィックスです。 
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メニューオプション１８－モニター開始 
 
このオプションは、モニター（監視）プログラムを開始します。このプログラムは”WilComm”という
独立したサブシステムで起動します。このサブシステム、監視プログラムはＣ－Ｂｏｘを開始した時、
自動的に開始されますので、通常このオプション１８を実行する必要はありません。 
 
監視プログラムはＡＳ/４００とＣ－ＢＯＸ間の全ての送信・受信メッセージを対象とします。ユーザ
ーがＷｉｌＣｏｍｍを使用しているとき、またはＣ－Ｂｏｘが起動しているとき監視プログラムは常
に起動しています。だいたいの環境において監視プログラムは常に起動しています。 
 
このＷｉｌＣｏｍｍ監視プログラムは、ＡＳ/４００の資源にできるだけ負荷をかけないように設計さ
れています。通常、対話式ジョブより低い優先順位で実行されます。 
 
注記：  Ｃ－Ｂｏｘ停止時、処理すべきタスクがない場合には監視プログラムは自動的に停止しま 
     す。 
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メニューオプション１９－モニター活動状況照会 
 
サブシステムＷｉｌＣｏｍｍの活動状況を表示します。ＡＳ/４００とＣ－Ｂｏｘ間の送受信メッセー
ジを処理するために起動していなければならないモニター（監視）ジョブの状況をチェックするため
に使用されます。 
 
 
                          サブシステム・ジョブの処理                   S103GWMM  
                                                             00/08/02  11:02:30  
 サブシステム . . . . . . . . . :   WILPLEX                                      
                                                                                 
 オプションを入力して，実行キーを押してください。                                
   2= 変更   3= 保留   4= 終了   5= 処理   6= 解放   7= メッセージの表示         
   8= スプール・ファイルの処理   13= 切断                                        
                                                                                 
                                                                                 
 OPT   ジョブ      ユーザー    タイプ   ----- 状況 -----   機能                  
      BODY        WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      DEMOFAX     WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      DEMOMAIL    WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      DROPINS     WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      KAZ         WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      MONITOR     WILPLEX     BATCH     ACTIVE            PGM-MONITOR            
      NABA        WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
      PDF         WILPLEX     BATCH     ACTIVE            CMD-WCPOLL             
                                                                       続く ...  
 パラメーターまたはコマンド                                                      
 ===>                                                                            
 F3= 終了   F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ     F5= 最新表示   F9=ｺﾏﾝﾄﾞ の複写                        
 F11=ｽｹｼﾞｭｰﾙ･ﾃﾞｰﾀ の表示   F12= 取消し                                           
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メニューオプション２０－モニター停止 
 
このオプションは、モニター（監視）ジョブとそのサブシステム内で起動している全てのジョブを終
了します。 
 
監視プログラムは、Ｃ－Ｂｏｘを停止した時自動的に停止しますので、通常このオプション２０を使
用する必要はありません。使用する必要がある場合は、必ず”*CNTRLD”オプションを使用して下さ
い。”*IMMED”オプションを使用すると送受信中のメッセージは正しく処理されません。 
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メニューオプション２１－ＷｉｌＣｏｍｍエディター特殊機能メンテナンス 
 
このオプションで、当ソフトウエアで提供されているＷｉｌＣｏｍｍエディター用のＫＥＹＳＴＲＯ
ＫＥ ＳＡＶＥＲＳとＴＡＢ ＦＯＲＭＡＴＳを設定します。 
 
ＫＥＹＳＴＲＯＫＥ ＳＡＶＥＲＳとＴＡＢ ＦＯＲＭＡＴＳの作成、変更に関しての詳細は、      
ＷｉｌＣｏｍｍエディターユーザーズガイドを参照してください。 
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メニューオプション２２－世界時計メンテナンス 
 
このオプションは世界時計機能用のもので、都市設定の追加、変更を行います。 
 
以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE                    WILCOMM 都市 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                 11:06AM  0/08/02 
  実行 ｷｰ で新規都市作成            都市名称    :                                
    都市名                  時刻       夏時間                                    
                            ｿﾞｰﾝ       日付 ﾚﾝｼﾞ  (MM/DD)                        
   ADELAIDE                  9:30      10/25    3/05                             
   AMSTERDAM                 1:00       3/28    9/26                             
   ATHENS                    2:00       3/28   10/10                             
   ATLANTA                   5:00 -     4/25    9/31                             
   AUCKLAND                 12:00      10/25    3/05                             
   BAHRAIN                   3:00                                                
   BANGKOK                   7:00                                                
   BEIRUT                    2:00                                                
   BELGRADE                  1:00       3/28    9/26                             
   BERLIN                    1:00       3/28    9/26                             
   BOGOTA                    5:00 -                                              
   BOMBAY                    5:30                                                
   BONN                      1:00       3/28    9/26                             
   BOSTON                    5:00 -     4/25    9/31                             
   BRASILIA                  3:00 -                                              
   BRISBANE                 10:00      10/29    3/15                             
   BUDAPEST                  1:00                                                
   BUENOS AIRES              3:00 -                                           +  
 2= 更新   4= 削除       F3= 終了  F12= 前画面                                   
                                                                                 
 
新規に都市を追加するためには、スクリーン上部のフィールドに追加したい都市名を入力し、変更を
行うには都市名の前に“２”を入力します。 
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都市設定の追加、変更時には以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE                   WILCOMM 都市 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                  11:08AM  0/08/02 
                                                                                
 都市名  :         ADELAIDE                                                     
                                                                                
 ﾀｲﾑｿﾞｰﾝ :          9:30    (ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ 標準時からの ｵﾌｾｯﾄ 時間                    
                              参考例    :   ﾆｭｰﾖｰｸ   ...  5:00 -                
                                            ﾛﾝﾄﾞﾝ  .....  0:00                  
                                            東京  ......  9:00  )               
                                                                                
 夏時間                                                                         
        開始日 ( 月 / 日 )   : 10/25                                            
        終了日 ( 月 / 日 )   :  3/05                                            
                                                                                
       ( 夏時間の適用がなければ ﾌﾞﾗﾝｸ にして下さい               )              
                                                                                
                                                                                
 
 
設定を削除するためには、都市名の前に“４”を入力します。 
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メニューオプション２３－検索テーブルメンテナンス 
 
メッセージ検索－始めに 
 
ウィルコムは、送信、受信、中止しメッセージにおけるユーザー定義データの存在を自動的に検索・
関連処理を開始する機能があります。 
 
例えば、特定の人物に宛てられた受信メッセージをチェックし、メッセージの所有権を割り当て、Ａ
Ｓ/４００のメッセージによってメッセージの着信を通知します。 
 
この検索機能により、メッセージ処理とデータ処理との統合が可能となります。 
 
メッセージが送受信、または中止された時は随時、そのメッセージに対し、“ＷｉｌＣｏｍｍシステム
設定メンテナンス”で指定された検索テーブルによる処理が行われます。 
 
注記： 処理を正常に行うために“ＷｉｌＣｏｍｍシステム設定メンテナンス”において検索テーブ 
    ルの指定を正しく行ってください。 
 
検索テーブルメンテナンス 
 
オプション２３の検索テーブルメンテナンス機能により、検索テーブルの追加、更新、削除が行われ
ます。以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE           WILCOMM -  検索 ﾃｰﾌﾞﾙ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ               11:11AM   0/08/02  
  新規 ﾃｰﾌﾞﾙ 作成には ､ﾃｰﾌﾞﾙ 名を入力    :                                       
   ﾃｰﾌﾞﾙ        記述                                                             
   CANCEL      CANCEL                                    ｼｽﾃﾑ 値                 
   JUN         JUN                                                              
   TEST2       TEST2                                     ｼｽﾃﾑ 値                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 2= 更新   3= 複写   4= 削除       F3= 終了  F12= 前画面                         
 F3= 終了    F5= 入力項目短縮    F8=ｶｰｿﾙ の後に挿入    F12= 前画面               
                                                                                 
 
 
 
新規テーブルの追加：       新規テーブル入力欄に追加したい検索テーブルの名称を入力し 
                 ます。 
 
既存テーブルの更新：       更新を行いたい既存のテーブル名称の前に“２”を入力します。 
 
テーブルの複写：         複写したいテーブルの前に“３”を入力、エンターし、複写先 
                 のテーブル名称を入力します。 
 
テーブルの削除：         削除したいテーブルの前に“４”を入力します。 
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追加、更新、削除機能は以下のスクリーンにおいて行われます。 
 
 
NISHIBE           WILCOMM - 検索 ﾃｰﾌﾞﾙ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                11:12AM   0/08/02 
  検索 ﾃｰﾌﾞﾙ:           CANCEL                                                  
 ﾀｲﾌﾟ:  T    開始／終了行 :   1 999     開始／終了桁 :       1 999    ﾜｲﾙﾄﾞ:    
                                                                                
   ｹﾝｻｸ 内容                      ｱｸｼｮﾝ      ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ                            
   A                                 M       KAZ                              1 
                                     ¥                                        2 
                                                                                
                                                                                
 F3= 終了    F5= 入力項目短縮    F8=ｶｰｿﾙ の後に挿入    F12= 前画面              
                                                                                
 
 
Ｆ５＝入力項目短縮 
Ｆ５キーを押すことにより、検索テーブルにおけるスペースが除去されます。注記：この機能は検索
テーブルメンテナンスを終了するとき随時実行されます。 
 
Ｆ８＝カーソルの後に挿入 
Ｆ８キーを押すことにより、現在のカーソル位置の後ろに検索テーブルの入力ラインが１０ライン追
加されます。新規に検索の詳細情報を挿入するときにこのキーを使用します。挿入された１０ライン
の内、使用されなかったラインはこの機能終了時に除去されます。 
 
Ｒｏｌｌｕｐ 
ロールアップキーを押すことにより、最終ライン以降に新規に検索情報設定用のラインが追加されま
す。 
 
見出しレベルの定義 
 
タイプ 
メッセージに対する検索対象を定義します。使用可能な値は以下のとおりです。 
 
 Ｋ    －キーワード 
 Ｎ    －ノートパッド及びサブジェクト 
 Ｒ    －参照：ダイアル、サブスクライバーの詳細 
 Ｓ    －サービスコード 
 Ｔ    －テキスト 
 ブランク －上記の全て 
 
注記：  “？”を入力することにより、上記の値のリストを参照することができます。 
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開始/終了行 
検索対象とするメッセージテキストの開始、終了行を入力します。 注記：この設定は、テキスト検
索においてのみ有効となります。 
 
開始/終了桁 
指定された行のどの桁を検索対象とするかを定義します。 注記：この設定は、テキスト検索におい
てのみ有効となります。 
 
ワイルド 
この検索テーブルにおけるワイルド文字を定義します。検索内容におけるワイルド文字に相当する位
置の内容は、いかなる値でも許容されることとなります。 
 
検索の詳細レベル 
 
検索内容（変数） 
検索したいデータを定義します。自由に検索したい文字列を定義できます。 
 
個々のアクションコード、パラメーターと共に無数の検索内容（変数）を定義することができます。
ＷｉｌＣｏｍｍは検索範囲において、まず１番目の変数を検索、なければ２番目のものというように
全ての変数に対し検索を行い、変数と同じ文字列が検索されたとき、その変数に定義されたアクショ
ンが実行されます。 
 
アクションコード・パラメーター 
アクションコードとそれに関連するパラメーターは以下のとおりです。 
 
アクションコード ファンクション     パラメーター 
   Ｃ     コピー         ユーザー 
   Ｄ     削除               
   Ｅ     実行          プログラム名 
   Ｌ     ロード         Ｓ､/Ｎ､/Ｋ､/とテキスト 
   Ｍ     メッセージ       ユーザー、＊ＰＲＶ、＊ＯＷＮＥＲ 
   Ｏ     オーナー        ユーザー 
   Ｐ     印刷          ユーザー、＊ＰＲＶ、＊ＯＷＮＥＲ 
   Ｒ     リルート        サブスクライバー名 
   Ｓ     送信          ユーザー 
   ＄     開始/終了        終了にはブランク、開始にはテーブル名 
 
以下に個々のファンクションの説明を行います。 
 
“Ｃ”－コピー 
メッセージはパラメーターで指定されたユーザーにコピーされます。 
 
“Ｄ”－削除 
メッセージを削除します。使用時には注意が必要です。 
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“Ｅ”－実行 
パラメーターで指定されたプログラムを実行します。プログラムには以下のパラメーターが渡せれま
す。 

１） メッセージ名（１０桁） 
２） ソースファイル名（１０桁） 
３） ソースファイルライブラリー（１０桁） 
４） 検索タイプ（１桁） 
      注記： 使用可能な検索タイプは次のものです。 
                             Ｔ － 送信 
                             Ｃ － 中止 
                             Ｉ － 受信 

 
“Ｌ”－ロード 
パラメーターに指定された値に基づき、サブジェクト、ノートパッド、キーワードをロードします。
パラメーターの様式は以下のとおりです。“ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ”はテキストです。 
 
サブジェクト：  Ｓ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ  －メッセージサブジェクトをロード 
         Ｓ ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ －初期化後メッセージサブジェクトをロード 
 
ノートパッド：  Ｎ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ  －メッセージノートパッドをロード 
         Ｎ ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ －初期化後メッセージノートパッドをロード 
 
キーワード：   Ｋ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ  －メッセージキーワードをロード 
         Ｋ ､ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ －初期化後メッセージキーワードをロード 
 
注記： Ｓ、Ｎ、Ｋとカンマの間にブランクが指定されているとき、ロードの前に関連フィールドが
初期化されます。 
 
“Ｍ”－メッセージ 
パラメーター値に基づきメッセージキューにシステムメッセージが送信されます。使用可能なパラメ
ーターは以下のものです。 
 
 ユーザー   指定されたユーザーメッセージキューにメッセージが送信されます。 
 
 ＊ＯＷＮＥＲ メッセージの所有者にメッセージが送信されます。 
 
 ＊ＰＲＶ   新規にメッセージが作成されるＣ、Ｓ、Ｒのアクションコードの後に使用します。  
        新規に作成されたメッセージが印刷されます。 
 
“Ｏ”－所有者 
パラメーター値として定義されたユーザーにメッセージの所有者が変更されます。 
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“Ｐ”－印刷 
メッセージが印刷されます。パラメーターにより印刷装置、出力キューが決定します。 
 
 ユーザー   ユーザープロファイルに指定された印刷装置が使用されます。 
 
 ＊ＯＷＮＥＲ メッセージ所有者のユーザープロファイルに指定された印刷装置が使用されます。 
 
 ＊ＰＲＶ   ＊ＰＲＶ   新規にメッセージが作成されるＣ、Ｓ、Ｒのアクションコードの後 
        に使用します。新規に作成されたメッセージが所有者のユーザープロファイルに基 
        づき印刷されます。 
 
“Ｒ”－リルート 
他のサブスクライバーへのメッセージの転送を行います。あるネットワークまたはサービスからのメ
ッセージを、別のネットワークまたはサービスへ転送します。ＡＳ/４００がメッセージスイッチのよ
うに動作します。必要なパラメーターはＷｉｌＣｏｍｍディレクトリーにおける転送先のサブスクラ
イバー名です。 
 
“Ｓ”－送信 
メッセージのコピーがパラメーターに指定されたユーザーに送信されます。 
 
“＄”－終了/開始 
次の２つの機能を行います。 
  まず、終了機能： 
    パラメーターがブランクであった場合、この時点でメッセージ検索が終了します。 
 
  次に、開始機能： 
    パラメーターに分岐したい検索テーブル名を指定します。現在のメッセージに対してここで 
    指定されたテーブルにより処理が行われます。その後処理は前テーブルの分岐後の行より処 
    理を続行します。 
 
  “開始”機能使用例 
    ひとつの検索テーブルに膨大な行を定義する代わりに、第１番目のテーブルより複数の検索 
    テーブルの処理を行うことができます。これにより検索テーブルのメンテナンスが容易にな 
    ります。 
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メニューオプション２４－ＷＩＬＰＬＥＸファイルの再構成 
 
このオプションはメッセージ量により１～４週間おきに実行します。 
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メニューオプション２５－ユーザー定義オプションメンテナンス 
 
メッセージリストの表示オプションにおいて処理を行うユーザー定義の機能オプションを定義します。 
この定義はユーザー個々に、あるいは共通のものとして定義できます。 
 
この章では管理者がどのようにユーザー定義オプション、ファンクションキー機能を作成するかを説
明します。オプションとしては、Ａ～Ｚの英字、特殊文字とＦ１３～Ｆ２４までのファンクションキ
ーを使用できます。 
 
ユーザー定義オプションメンテナンス 
 
このメンテナンスを行うためには、メニューオプションの２５を選択します。 
 
（このオプションはメッセージリストの表示スクリーンより、Ｆ９＝ユーザーオプション、続いてＦ
７＝ユーザーオプションメンテナンスを押しても実行できます。ただし、メニューオプションの２５
－ユーザー定義オプションメンテナンスに対する使用権限が与えられていることが前提となります。） 
 
上記２つの方法により、以下のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE       WILCOMM - ﾕｰｻﾞｰ 定義 ｵﾌﾟｼｮﾝ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ             11:16AM   0/08/02  
   新規 ｵﾌﾟｼｮﾝ 作成には、 ｵﾌﾟｼｮﾝｺｰﾄﾞ 入力      :                                 
   OPT   ﾕｰｻﾞｰ           記述                                                    
         *ALL           CMD KEY 13 - "E-MAIL" STYLE ADDRESSING                   
         *ALL           CMD KEY 18 - STOP ALL MESSAGES FROM BLINKING             
         *ALL           CMD KEY 21 -                                             
    A    *ALL           <ｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 詳細 >                                        
    B    *ALL           <BROADCAST LIST>                                         
                                                                                 
                                                                                 
 2= 更新   4= 削除    F13-24=ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                                    
 F3= 終了   F12= 前画面                                                          
                                                                                 
 
 
ここでメッセージリストの表示機能において使用する全てのユーザー定義オプション、ファンクショ
ンキーのメンテナンスを行います。 
 
新規オプションコードの追加 
新規オプション入力欄に英字または特殊文字でオプションコードを入力します。 
 
注記： コードは重複して定義可能であり、これにより同一のコードで個々のユーザーにより異なっ
た処理を行うことも可能になっています。 
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新規ファンクションキーの追加 
Ｆ１３～Ｆ２４キーを押すことによりファンクションキー機能を定義します。 
 
既存のオプション/ファンクション機能の更新 
既存のオプション/ファンクションキーの前に“２”を入力し変更を行います。 
 
既存のオプション/ファンクション機能の削除 
既存のオプション/ファンクションキーの前に“４”を入力することにより削除を行います。 
 
追加、更新、削除を行うときには次のスクリーンが表示されます。 
 
 
NISHIBE       WILCOMM - ﾕ-ｻﾞ- 定義 ｵﾌﾟｼｮﾝ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ             11:17AM   0/08/02  
                                                                                 
                                                                                 
       ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ:      CMD KEY 13 - "E-MAIL" STYLE ADDRESSING                  
                                                                                 
       ﾕｰｻﾞｰ          *ALL                                                       
                                                                                 
       ｵﾌﾟｼｮﾝ への権限      Y/N:  Y                                              
                                                                                 
       ﾛｰｶﾙ/ 受信 ﾒｯｾｰｼﾞ のみ      L/I:                                          
                                                                                 
        実行する ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ :   AK05                                           
                                    *LIBL                                        
                                                                                 
        記述      :   CMD KEY 13 - "E-MAIL" STYLE ADDRESSING                     
                                                                                 
      F3= 終了    F12= 前画面                                                    
                                                                                 
 
 
以下に各項目の説明を行います。 
 
ユーザー： 
   オプション/ファンクションキーを使用できるＷｉｌＣＯｍｍユーザーを指定します。 
 

＊ ＡＬＬの指定により全ユーザーに使用権が与えられます。 
 
オプションへの権限Ｙ/Ｎ 
   Ｙの指定によりファンクションの実行が許可され、Ｎの指定によりファンクションの指定が禁 
   止されます。 
 
   多様な設定を可能にしています。 
 
以下に例をあげます。 
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オプション  ユーザー    権限    プログラム   ファンクション 
  Ａ    ＢＩＬＬ    Ｙ     ＰＧＭＸ１   ユーザー定義プログラム Ｘ１ 
  Ａ    ＨＡＲＲＹ   Ｎ  
  Ａ    ＊ＡＬＬ    Ｙ     ＰＧＭＸ    ユーザー定義プログラム Ｘ 
 
ユーザー定義オプション実行時には、ユーザー名権限指定の定義がまず検索され、次に共通権限（＊
ＡＬＬ）の定義が検索されます。 
この方式により、オプションの実行に関する多様な設定を可能にしています。 
 
上の例では、ユーザーＢＩＬＬはオプション“Ａ”に対して権限を持っており、メッセージ№の前に
“Ａ”を入力することにより、プログラムＰＧＭＸ１が実行されます。ユーザーＨＡＲＲＹもオプシ
ョン“Ａ”に対する設定ほ所有していますが、この実行は許されていません。他の全ユーザーは共通
使用オプション“Ａ”の使用、これによるプログラムＰＧＭＸの実行が許可されています。 
 
ローカル/受信メッセージのみＬ/Ｉ 
この設定によりローカル、受信メッセージ個々に対するオプション/ファンクションキーの使用を制限
することができます。 
 
ブランクは、制限がかけられていないことを意味します。 
 
実行するユーザープログラム 
  このオプション/ファンクションキーが押されたときに実行されるユーザー定義のプログラム名 
  とそのプログラムが存在するライブラリーを指定します。入力時、指定されたライブラリーにプ 
  ログラムが存在するかのチェックが行われます。＊ＳＩＧＮＯＦＦと指定した場合、このオプシ 
  ョン/ファンクションキーの使用により端末がサインオフされます。 
 
記述 
  記述の入力は必須となっています。 
 
  注記： ファンクションキーの定義時、最初の６桁は自動的に定義されます。この６桁を変更し 
      てしまいますと、どのキーに対する定義かが分からなくなりますので、記述の入力は６ 
      桁以降に行って下さい。 
 
実行するユーザー定義プログラム 
 
この章では、ユーザー定義オプション/ファンクションキーによって実行されるプログラムに関しての
情報を提供しています。 
 
ユーザー定義オプションの使用により、以下のパラメーター値がプログラムに渡されます。 
 

１． メッセージリストで指定されたオプション。（長さ＝１桁、タイプ＝英字） 
 
  ２． メッセージリストタイプ：このパラメーターは、ローカルメッセージか、受信メッセージ 
     かを区別します。（“０”＝ローカル、“１”＝受信） 
 
  ３． メッセージ名：メッセージリストから選択されたメッセージの名称。（長さ＝１０桁、タ 

   イプ＝英字） 
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ユーザー定義ファンクションキーの使用により、以下のパラメーター値がプログラムに渡されます。 
 

１． メッセージリストで使用されたファンクションキーを示す１６進数。ファンクション１３
－２４は、それぞれ１６進数のＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６、Ｂ７、Ｂ８、Ｂ９、
ＢＡ、ＢＢ、ＢＣで示されます。（長さ＝１桁、タイプ＝英字） 

 
  ２． メッセージリストタイプ：このパラメーターは、ローカルメッセージか、受信メッセージ 
     かを区別します。（“０”＝ローカル、“１”＝受信） 

 
 
  注記：ファンクションキーの使用はメッセージを指定して行われるものではないので、メッセー 
     ジ名は渡されません。 
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